
 

 

 

 

 

 今年度も、様々な制限のある中での学校生活となりましたが、児童生徒、職員、そして保護者の皆様
方と一つになり、この「鶴南五分だより」では様々な子どもたちの活躍をお届けすることができました。
これまで掲載してきたたくさんの輝く姿は、保護者の皆様のご協力あってこそだと思います。本当にありがとうござ
いました。４月には新しい仲間を迎えてスタートします。来年度も、子どもたちの輝く姿をお知らせできるよう頑張
りますので、どうぞ、よろしくお願いします！ 

 

 

 

 

３月１日（水）に、小中学部の「卒業おめでとう会」が行われました。小学部の在校生からは、かわいい歌やダン

ス、中学部の在校生からは、動画での出し物と思いきや、突然の卒業コンサートなど、様々な工夫を凝らした出し物や

手作りプレゼントがあり、みんなで卒業生をお祝いしました。卒業生からは、卒業記念制作のテレビカバーの披露が

ありました。互いに別れを惜しみつつも、楽しい時間となりました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No.５ 長崎県立鶴南特別支援学校五島分校  

3 月 1 日（水）に、中学部の卒業生を送る会がありま

した。卒業生をモデルに、生徒と職員で交代しながら、

協力して似顔絵を完成させました。みんなで、わいわい

語り合いながら、楽しい時間を過ごしました。 
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暖かな日差しが降り注ぐ春日和の 3 月 1０日（金）、小中学部卒業証書授与式が行われました。今年度

も校歌は心の中で歌うなど制限をした中でしたが、来賓の方にもご臨席いただき、華やかに卒業式を終

えることができました。校長先生からしっかりと卒業証書を受け取った卒業生の姿はとても立派でした。

会場が温かい笑顔と拍手に包まれた素敵な卒業式でした。卒業生には、これまでの感謝の気持ちと自信

を胸に、新しい世界へ羽ばたいてほしいと思います。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

別れの言葉 

退場 

最後に 1 枚 

入場 

卒業証書授与 

 



１年生は、ニュース番組形式で、卒業生の得意な

ことを取材し、披露しました。 

予餞会
よ せ ん か い

 

３年生からは、歌と感謝のメッセージのプレゼント

ト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月１日(水)の予餞会では、卒業する３年生のために在校性が趣向を凝らして様々な準備をしました。 

華やかな会場装飾や それぞれの学年からの思いの込もった出し物やプレゼントなど、たくさ 

んのおもてなしに、卒業生は胸がいっぱいの様子でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２年生は、卒業生にまつわるクイズと、想いをのせた歌のプレゼント

♪ 

卒業記念制作は、「五島分校らしいバ

ラモン凧(のステンドグラス)」という

ことで、卒業生でアイデアを出して協

力して制作しました。高等部玄関から

入って正面の窓に展示しています。是

非ご覧ください。 
３年生の皆さん、ありがとうございました！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卒業
そつぎょう

証書
しょうしょ

授与式
じゅよしき

 

送辞
そ う じ

 

答辞
と う じ

 

卒業
そつぎょう

証書
しょうしょ

授与
じ ゅ よ

 

卒業生
そつぎょうせい

見送
み お く

り 

３月３日（金）、第８回卒業証書授与式が無事挙

行され、高等部３年生の６名が巣立っていきまし

た。練習から、とても緊張感をもって臨んだ卒業

証書授与式。卒業生たちは、とても立派な姿を見

せてくれました。 

 

 

海
かい

陽生
ようせい

からの卒業
そつぎょう

を祝
いわ

う会 

２月２７日（月）に、卒業を祝う会を海陽生が開いてくれました。今年も海陽生から、手作りの素

敵な胸花やフォトフレームなど心温まるプレゼントをいただきました。五分の生徒からは、メモ帳を

プレゼントしました。海陽生の皆さん、本当にありがとうございました！ 

 



 

 

 

 

贈る言葉 

 

教頭 中溝浩二 

 

 「おくる ことば」と聞いて、皆さんは何を連想されますか？世代を問わず、武田鉄矢の有名なヒッ

ト曲「贈る言葉」を連想される方が多いのではないでしょうか。他にも「送る 言葉」で卒業式の

「送辞」を連想する人もいるかもしれません。いずれにせよ、「卒業」や「就職」または「退職」な

ど、今までの生活状況が変わり、もうすぐ新しい生活を迎えようとしている人や人生の「転機」を迎

える人に対する「送別(別れ)や激励(励まし)の気持ちを込めた言葉」とイメージする方が多いの

ではないでしょうか。 

 この原稿を書いている今、鶴南特別支援学校五島分校においても、小・中学部、高等部共に、卒

業式練習の真っただ中です。卒業後、小学部６年生は中学部という新しいステージに進み、９年間

の義務教育を終えた中学部３年生は、高等部の入学者選考検査を受け、合格すれば高校生にな

ります。また、高等部３年生は１２年間の学校教育を修了し、私たちと同じ社会人として、それぞれ

が選択した進路に向かって歩んでいきます。特に高等部３年生は「学校生活」自体を、もうすぐ終

えようとしています。桜が満開の４月に、真新しい服に身を包み、背中が隠れるほど大きなランドセ

ルやリュックサックを背負い、家族の方に手を引かれながら入学式に参加したであろう十二年前。

期待と不安でいっぱいの皆さんは、どんな一年生だったのでしょうか。きっと家族の皆様も、今は

十二年前に思いを馳せて、懐かしい思いに浸っていることだと思います。 

 自分自身を振り返ると、一番思い出に残っている言葉は、中学校の卒業式の日に、英語教師で

ある担任の先生から掛けていただいた「Ｙｏｕ ｃａｎ」という言葉です。学級通信を毎週出される熱

心な先生で、その学級通信名も「Ｙｏｕ ｃａｎ」でした。訳すと「あなた（たち）は できる」という意

味ですが、この何気ない言葉は高校時代の私の支えとなり、４０年経った今でも決して忘れること

がない言葉です。この言葉の裏には、「自分に自信をもちなさい」「自分ならできる」という、自己

肯定感や自尊心を高める自己暗示のような意味合いがあったのかもしれませんが、その「自己暗

示」的な言葉が、今でも私の脳裏に焼き付いています。 

 さて、鶴南特別支援学校五島分校の児童生徒９名(小学部２名、中学部１名、高等部６名)は、も

うすぐ卒業を迎えようとしています。家族のみなさんや先生方は、卒業生に対してどのような言葉

を掛けようと思われているのでしょうか。私は、卒業する生徒たち一人一人の可能性を信じ、新し

いステージへと旅立つ教え子に、勇気と希望を与えてくれた我が恩師の言葉を受け継ぎ、卒業す

る子供たちに、この言葉を贈りたいと思います。【あなたたちなら きっとできる！ 「Ｙｏｕ ｃａｎ」】 

 

 


